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１．はじめに 

近年，余暇活動の多様化によって閉園する遊園地が増加する中，

既存資源である緑地を活用した集客対策が幾つかの遊園地で確認

できる。例えば千葉県浦安市にある“東京ディズニーリゾート”

では，園内のテーマに沿って植栽された約 6,000 種の樹木と約

100万株の草花のうち，およそ160種を楽しむことができる植物

図鑑が作成され 1），また東京都稲城市にある“よみうりランド”

では，園内の1,000本の桜を活かした花見イベントを開催，毎年

花見のスポットとして注目を集めている 2）。このように遊園地が

持っている資源で活用できるものは積極的に活かしていくという

考え方がここ数年の間に広まっており 2），遊園地における緑地の

活用について検討することは重要であると思われる。 

一方，緑地の管理についてみてみると，板野歴史文化公園の一

角に設置された「もりのゆうえんち」エリアで，雨天時に落ち葉

などが自然に流れるように配慮された舗装の紹介などが見られる

が 3），管理実態は不明である。遊園地市場が厳しい昨今，緑地管

理のあり方についても検討が必要であると思われる。 

以上のように，遊園地の緑地マネジメントには様々な可能性や

課題があると考えられるが，遊園地に関する既往研究を見てみる

と，閉園後の跡地利用に関する研究 4-6）や，来園者の利用行動と

アトラクションやキャノピーなどの施設利用との関係を明らかに

した研究 7-10），重力など物理実験のフィールドとしての効果を検

証した研究 11），12）などが見られる一方，緑地に着目した研究は見

当たらない。よって本研究では遊園地の緑地マネジメントの実態

を明らかにすることを目的とし，今後の遊園地の緑地活用や管理

に必要な要件について考察することとした。 

 

２．研究方法 

遊園地における緑地の活用および管理実態を把握すべく，「遊

園地ドットコム 13）」に掲載されている全国の遊園地126施設を対

象に，2015年12月15日～2016年1月10日の間に郵送回収式

によるアンケートを実施した。内容は，①遊園地における植物の

必要性，②遊園地に植物を取り入れる理由，③植物の管理主体と

管理上の課題，の 3 点とし，①は必要か不要かを 4 段階で求め，

②と③は図－2～4 に示す各項目について該当するか否かを問い，

さらに②は具体的な活用内容を，③は管理上の課題についてそれ

ぞれ自由意見として回答を求めた。有効回答は61.9%（回答施設

数は78件）であった。 

なお，本研究で使用する遊園地にはテーマパークを含むものと

する。経済産業省では両者を区別する定義があり本研究でもそれ

らの定義に従うが 14），違いはテーマがあるか否かであり，緑地は

両者に存在することから一体として扱うこととした。 

 

３．結果および考察 

（１）植物活用の実態について 

 図－1 に植物の必要性について，図－2 に遊園地に植物を取り

入れる理由を，表－1に具体的な取り入れ事例を示す。 

図－1 より，植物の必要性については回答のあったすべての施

設が「絶対必要（74.4%）」「必要（25.6%）」と答え，植物は遊園

地にとって必要な資源と認識していることが分かった。 

次に図－2 より，遊園地に植物を取り入れる理由についてみて

みると，「施設内の雰囲気を明るくするため」が78.2%（61 件）

と最も多く，次いで「施設内の季節感を高めるため」が74.4%（58
件）と，植物の景観的価値を評価している施設が多いことが分か

った。また，「休憩可能な木陰をつくるため」に植物を設けた施設

も66.7%（52件）と多く，憩いや安らぎが得られるよう緑を活用

していることも明らかとなった。 
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図－1 植物の必要性について 
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表－1 具体的な取り入れ事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，「エリアごとのテーマにあった空間をつくるため」が

14.1%（11件），「イベントで活用するため」が15.4%（12件）,

「環境学習の素材として使用するため」が7.7%（6件），「チョウ

などの生物を誘引するため」が7.7%（6件）と，以上4項目が回

答の少ない結果となった。しかし，表－1 よりそれぞれの具体的

な内容をみてみると，「テーマにあった空間づくり」では，「大自

然の急流下りをテーマにしたアトラクションの演出に植物を活用

（CN）」していたり，屋外アトラクション型のプールに南国のイ

メージに沿った植栽が施されていたり（AQ,CT）と，遊戯施設と

セットで空間の魅力を高める工夫がみてとれた。同様の取り組み

は「植栽を活用した灯りイベント」の例でもみられ，CD 遊園地

では桜の時期に夜間営業を実施，遊具から花見を楽しむ工夫がな

されていた。以上のことから遊戯施設と植物をセットで利用する

遊園地ならではの植物の使い方が1つの魅力になることが伺える。 

 また「イベントとしての緑地の活用」としては，AL 遊園地で

の春の菜の花展や秋の菊花展など，季節ごとのイベント実施が多

く見られた（AW,BT,CQ）。遊戯施設の更新は難しくとも季節感

のある植栽イベントで集客を図る工夫が見て取れる。同様に夜間

のライトアップやイルミネーションなど「植栽を活かした灯りイ

ベント」もいくつかの遊園地でみられ（CD,CL,CN），施設と一

体となって魅力を高めていることがわかる。 

また「自然体験イベントでの活用」や「環境学習での活用」例

としては，自然体験林での山野草や秋の七草を対象とした園内の

ガイドツアー（CC）や，山野草の観察や草木染め体験（CW）な

どの回答がみられ，また特別学級の生徒による草刈体験や，近隣

小学生とアサガオを使用しての緑のカーテンづくり（CC）など学

校団体を対象としたいくつかの取り組みが見られた。このように

遊園地に存在する動植物を活用したソフト事業を企画し集客を図

ることも有効と考えられる。 

さらに「生物誘引のための空間づくり」として，樹木植栽によ

りヒメギフチョウやエゾリスなどの在来生物が集まるようにして

いるAF 遊園地や，園内の池に自生しているホタルの生育に適し

た環境作りをしている BJ 遊園地など，生物に配慮した植物管理

が行われている施設があることが分かった。その中でもチョウの

誘引に取り組んでいる園が5園中4園であったが，これは「チョ

ウが舞う姿はファミリーにとって有効なCS条件だと思う（AS）」
とあるように，明るい遊園地のイメージを形成する際にチョウを

素材に用いることが有効との認識があることによると思われる。 

その他，「周りにたくさんある，この恵まれた自然景観をさらに

たくさんの人に見て頂きたい，集客するための１つのアイテムに

したい（CX）」といった園外の自然景観に着目し，その活用を検

討する意見も聞かれた。 

（２）植栽管理の実態について 

本節では植栽管理の担い手のあり方を検討すべく，植栽管理者

数の増減や管理主体の実態を明らかにするとともに，植栽管理上

の課題を把握することとする。図－3に植栽の管理者数の増減を，

図－4に植栽の管理主体を，表－2に植栽管理上の課題を示す。 

図－3 より管理者数の開園当初からの増減をみてみると，一番

多かったのは「減少」の48.7%と，およそ半数の遊園地で植栽の

管理者数は減少している実態が明らかとなった。後述する植栽管

理上の課題でも人材不足は指摘されており，担い手のあり方につ

いて対策が必要である。次に図－4 より植栽の管理主体をみてみ

ると，施設スタッフによる管理が84.6%と最も多く，次に造園会

社等の外部委託が47.4%であった。さらに施設スタッフのみで植

栽管理に当たっている遊園地は48.7%とおよそ半数であった。こ

とから遊園地の植栽管理は基本的に施設スタッフで行っているこ

とがわかる。 

またボランティア団体が植栽管理に当たっている事例も少数で

あるが5.1%確認できた。その活動内容について平成29年12月7
日に対象が特定できた遊園地について電話ヒアリングを行った結

果，遊園地【AI】では園内の草刈りやバラの剪定，蓮池の水換え

を，遊園地【CH】ではイベントを通じて所有する樹林地の間伐

を無償で実施，管理者も大変助かっているとのことであった。こ 
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図－2 遊園地に植物を取り入れる理由 
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◆その他

・（資源利用）管理作業で発生するｼﾗｶｼやｼｲの葉や実を動物の飼料に与えたり、
落ち葉を飼育小屋の寝床に敷くなどのゴミの減量に努めている（CC）1

・冬季のイルミネーション時に活用（CN）3

◆環境学習での活用

・山野草や草木染めに植物を使用（CW)2

・チョウが舞う姿はファミリーにとって有効なCS条件だと思う（AS）3

・ﾋﾒｷﾞﾌﾁｮｳやｴｿﾞﾘｽなどの在来生物が集まるよう，在来の植物を植栽（AF)3

・主にチョウの誘引が目的。キハダの木を植栽している（BF）2

・ネイチャーゲームなど科学館イベントで利用（CI）3

◆生物誘引のための空間づくり

・（遺産）江戸時代に花屋敷として開園，当時は植木屋と呼ばれていた（AE）2

・（防音・防風）園内BGMに対する園外向けの防音、台風等の風対策（AV）3

◆テーマにあった空間づくり

・大自然の急流下りをテーマにしたアトラクションの演出に植物を活用（CN）3

・ﾌﾟｰﾙは南国のｲﾒｰｼﾞとすべく，ヤシやハイビスカス等の植物を植栽（AQ)1

・屋外プールに，南国の楽園というｲﾒｰｼﾞに沿った植栽を施している（CT)2

・春に菜の花展示を実施したり、秋に海の動物菊花展を実施（AL）3

・洋ラン展を毎年11月に実施（CQ)3

・特別学級の生徒に授業の一環として草刈をしてもらう（BT）3

・近隣小学生と緑のカーテンづくりでアサガオの種まきから植え付け，種取りを通じて
植物と環境につていて学習する機会を設けている（CC）1

・ＧＷにﾁｭｰﾘｯﾌﾟを咲かせｲﾍﾞﾝﾄに来られたお客様に楽しんでもらう（BT）3

・桜の時期に合わせて夜間営業の実施（CD）2

・イベントに合わせて装飾をすることでにぎやかさを演出している（ライトアップやクリス
マスのオーナメント、イルミネーションなど）（CL）2

※（　）内は遊園地名を示す，数字は1：管理者数が増加，2：変化なし，3：減少を示す

・（景観）周りにはたくさんある，この恵まれた自然景観をさらにたくさんの人に見て頂
きたい，集客するための１つのアイテムにしたい（CX）1

◆イベントとしての緑地の活用

・チョウ(オオゴマダラ)や鳥類をよぶため植栽をしている（CJ）2

・ジャングルを想定しているのでどうしても植物が必要（AK）3

・動物の生育環境を再現すべく，地域・気候帯別に特徴ある植物を植栽（CC）1

・6つのテーマに沿ったコンセプトに合致した植物を選んでいる（AA）3

・ホタルの生育に適した環境づくりをしている（BJ）2

・季節のｲﾍﾞﾝﾄ…春：ﾊﾞﾗ・桜，秋：菊・ﾊﾞﾗ・ｶﾎﾞﾁｬ，冬：ﾎﾟｲﾝｾﾁｱ（AW）1

・春季のさくら観賞，梅雨時にあじさい観賞を実施（CT）2

【植栽を活用した灯りイベント】

・園内のコナラ等を中心とした自然体験林にてカタクリ・エビネなどの山野草や秋の
七草を対象とした園内のガイドツアーを実施している（CC)1

・農園(花畑)体験（CX）1

【季節感のある植栽イベント】

【自然体験イベント】

・クヌギの林床にて年に1度カブトムシの幼虫探しイベントを行っている（AS）3
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のようなボランティア団体による植栽管理は都市公園や里山では

一般的な活動であるが，遊園地でも同様にボランティア団体の参

画を促し，植栽管理にかかる人材不足の解消を図ることが有効で

あると考えられる。 

次に表－2 より植栽管理上の課題をみてみると，樹木や草花そ

のものの管理の大変さ（10施設）がうかがえる。例えば「枝打ち

や伐採など大木や高くなりすぎた樹木の管理が大変」との回答が

6 施設からあり，またコスト面でも「開園から時が経つにつれ樹

木の成長が著しく，剪定の頻度が増加すると同時に管理費用も増

大してくる」との意見もあり，樹木の生長の一方で管理にかかる

施設スタッフは減少していることから，管理負担は非常に大きい

ものと思われる。またアジサイ園やプールなど季節性のある集客

施設を有する遊園地では，繁忙期と植栽管理期が重なり，より管

理に手が回らない状況がうかがえる。さらに「薬剤の使用に制限

がある室内部分の樹木管理作業が難しい」，「南国の植栽が多く，

特に屋内では照度を確保するのが難しい」といった指摘にみられ

るように，空間のテーマにはあっているが管理が難しいといった

遊園地ならではの植栽管理の課題もあることがわかる。その他，

落ち葉や下草の管理（9 施設）や，ハチやイノシシなどの動物対

策（9 施設）など，来園者の安全安心を高めるために必須の管理

要件についても負担に感じている遊園地が多い。 

 以上のような管理負担がうまれる一因には人材不足，後継者不

足があると考えられ，本アンケートでも 19 施設から指摘があっ

た。具体的に「樹木の病気の判別など植物を育てる知識や技術を

持ったスタッフがいない（6 施設）」こと，また「植栽デザイン，

魅せる植栽づくりができるスタッフがいない（3施設）」といった

植物を用いた演出の知恵を有するなど，緑地管理の専門職業人が

不足していることがわかる。さらに「将来的な計画が出来ないと

樹木を簡単には植えることができない（1施設）」施設や，そもそ

も「植物の配置図や樹種管理表がないため植物の管理計画を検討

できない（1施設）」施設もあり，現在の植栽状況を踏まえた計画

策定ができる人材も求められていることがうかがえた。「スタッ

フの高齢化（4施設）」もあり後継者育成が急務であろう。関連し

て経費が抑えられる実情もある。具体的に「集客を伸ばすために

は有料施設の整備や集客イベントの開催が優先されるので，植栽

事業や外部整備にかけられる予算は制限される傾向にある（2 施

設）」とのことである。このように後継者が不足し予算も制限され

る中で植栽管理を行うといった厳しい管理実態が明らかとなった。 

最後に「利用者のマナーの問題」では，草花の盗掘（3 施設）

や，乳幼児などによる踏み荒らし（1 施設）があるとのことで， 

利用者マナー啓発も重要な課題であるといえる。 

（３）植物活用と管理の関係について 
 表－1に示した22の遊園地について，それぞれ管理者数が増加

している施設には1を，変化していない施設には2を，減少して

いる施設には3を付した。 

表－2 植栽管理上の課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまでの議論で遊園地に植物は必要でその活用も多様に展開

したい思いはあるものの，人材不足や経費削減で思うように管理

ができていない一端も明らかとなった。しかし一方で，表－1 で

さまざまな事業に取り組んでいる 22 の遊園地をみてみると，管

理者が増加している施設はわずか18.2%の4施設のみで，36.4%
（8施設）が変化なし，45.4%（10施設）が減少していることが

わかり，管理者の増減が植物活用の活性化に関係しているとは言

い難い。むしろ自前で植栽管理に取り組むことで合理化を図るこ

とも可能と考えられる。例えばエキスポランドでは「自ら育苗か

ら造園までをやっていて，現在も花や緑が多いけど，さらにスペ

ースを広げていく」としている 15）。施設スタッフの努力によって

植物を活用した遊園地の活性化はまだまだ可能性があると考えら

れる。緑地活用や管理に関する研修会を実施するなど施設スタッ

フのスキルアップが期待される。 

また表－1 より，CC 遊園地では「管理作業で発生するシラカ

シなどの葉や実を動物の飼料に与えたり，落ち葉を飼育小屋の寝

床に敷く」など，管理に資源循環を取り入れている事例も確認で

きた。管理作業によって発生した植物資源を環境整備や環境学習

などのソフト事業に活用する取り組みは多くの都市公園で行われ

ているが，遊園地でも同様の取り組みができればより効果的な運

営ができると考えられる。 

（４）遊園地の特性と緑地マネジメントとの関係 
 表－3 に遊園地の特性と緑地マネジメントとの関係を示す。遊

園地の緑地マネジメントは，その周辺環境や運営主体などの状況

によって異なることから，アンケートで回答のあった 78 施設の

・イノシシやサルなどの野生動物の侵入や食害などの被害（4）

※（　）内は同意見の遊園地の数を示す

・山菜取りや盗掘など荒らされる，景観を損ねたり植生への影響が懸念される（3）

・乳幼児など無意識に花壇に入り花を踏み，低木類を踏み折る被害が多い（1）

◆樹木や草花そのものの管理の大変さ（22）

【落ち葉や下草の管理が大変（9）】

・落ち葉の掃除が季節によって大変（6）　　・雑草が多く除草が大変（3）

・樹木の病気の判別など植物を育てる知識や技術を持ったスタッフの不足（6）

・少人数での管理はひとりひとりの負担が大きく，思うように管理できない（4)

・日当たりが悪くなり苔等が発生し木材が傷む（1）

◆人材不足，後継者の育成不足（19）

・スタッフの高齢化およびそれに伴う後継者不足（4）

・植栽デザイン，魅せる植栽づくりができるスタッフの不足（3）

・植物の配置図や樹種管理表がないため植物の管理計画を検討できない（1）

◆コスト増大・経費削減（12）

・集客を伸ばすためには有料施設の整備や集客イベントの開催が優先される
ので，植栽事業や外部整備にかけられる予算は制限される傾向にある（2）

・開園から時が経つにつれ樹木の成長が著しく剪定の頻度が増加すると同時に管理費
用も増大してくる（1）

・作業面よりも資材(トラクター)などの経費が一番の悩みである（2）

・植え替え、花殻摘み，灌水作業など，維持管理に費用がかかる（6）

◆利用者のマナーの問題（4）

◆自然災害による対応（7）

・雪害など自然災害への対策（2）　　台風等強風による倒木被害（3）　　

◆その他，関連資材の破損（3）

・潮風等の問題から植栽品種が限定される（2）

・木の根が成長し、舗装や石畳を押し上げてしまう（2）

・木本については従業員では手入れができないためどうしても外部手配になりコストが
増える（1）

・将来的な計画が出来ないと樹木を簡単には植えることができない（1）

【繁忙期と植栽管理期がかぶる（3）】

◆動物対策（9）

・ハチなどのお客様に危害を加える可能性のある昆虫への対策（5）

・遊園地の多客期とアジサイ園手入れの時期が重なり手がまわらない（1）

・プール前に草木が一気に伸びるので限られた期間に剪定などの作業が集中（1）

・下草の成長が早い夏が当施設の繁忙期に当たるため下草処理が出来ない（1）

【大木や高木の管理が大変（10）】

・枝打ちや伐採など大木や高くなりすぎた樹木の管理が大変（6)

・小石や砕石の多い土壌なので植物の生育が悪い（2）

・南国の植栽が多く，特に屋内では照度を確保するのが難しい（1）

・薬剤の使用に制限がある室内部分の樹木管理作業が難しい（1）

図－3 植栽の管理者数の増減 図－4 植栽の管理主体
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うち対象地が特定できた53件について，表－3に示す7つの項目

について植物活用に対する意識と管理上の課題との関係を捉え，

より詳細の緑地マネジメントの実態を探ることとした。 

 結果，植物活用の意識としては市街地から遠く周囲が山林や農

地で囲われている遊園地では，環境学習（市街地:近5.6%,市街地:

遠11.4%）や生物誘引（同11.1%,同22.9%）の意識が高いこと，

また規模も 10ha 以上と大きい遊園地の方が生物誘引の意識が高

く（規模が10ha未満7.4%,10ha以上30.8%），市街地から離れ

た規模の大きい遊園地では環境を活かした事業を志向しているこ

とがわかった。このような特徴は遊具の量が少ない遊園地でもみ

られ，イベント（遊具の量が10台未満28.0%,10台以上7.1%）

や環境学習（同16.0%,同3.6%）での活用を通して植物でも魅力

を高めようとする志向がうかがえた。また運営主体別で，行政や

財団といった公益性の高い機関で環境学習（公共･財団27.3%,民

間4.8%）での植物活用の志向が高いことも明らかとなった。一方，

入園者数別でみてみると，イベント（5 万人未満 0%,5 万人以上

25.0%）や環境学習（同0%,同8.3%）での植物活用を高く志向し

ているのは年間5万人以上入園している遊園地であり，植物活用

が入園者数の増加にも貢献しうる可能性が示唆された。 

 次に植物管理についてみてみると，まず運営主体について民間

では植物そのものの管理課題や人材不足だけでなく，動物対策や

自然災害，コストの削減といった，より多様な課題と向き合って

いることがわかる（公共･財団は 2 項目についての指摘に留まっ

たが，民間は全項目について指摘があった）。また経費削減につい

ては市街地から離れた立地（市街地:近 0%，市街地:遠 13.3%），

10ha以上と規模の大きい遊園地（規模が10ha未満3.6%，10ha
以上21.7%），遊具の量が10台以上と多い遊園地（遊具の量が10
台未満7.7%，10台以上16.0%），入園者数が5万人以上と集客力

のある遊園地（5万人未満0%，5万人以上15.4%）で課題として

指摘された。規模や遊具の量が大きくなると植物の量も大きくな

り経費的な課題に繋がっていることがうかがえる。 

 

４．おわりに 

 本研究では遊園地における植物の活用と管理について，その実

態を明らかにした。結果，まず活用面では季節感のある植栽を行

うなどの景観的活用や木陰を作るなどの憩いや安らぎが得られる

活用が見られた。またそれぞれの遊園地のテーマにあった植物活

用や環境学習などのソフト事業，生物誘引の場づくりなどが確認

でき，特に遊戯施設と植物をセットで利用する遊園地ならではの

植物の使い方が1つの魅力になることが伺えた。各遊園地におい

ては，空間演出や学習の場として緑地を見直す作業や，魅せる植

栽づくりができるスタッフの確保が重要と考えられる。 

 一方，管理面では主に施設スタッフが植栽管理を行っているこ

と，植栽管理に当たる管理者数は減少しているが，都市公園で行

われているようなボランティアの参画を促すことが有効であると

考えられた。また活用面で示したような取り組みを実践するため

には，施設スタッフの緑に関する管理や活用に関する知識・技術

が必要となることから，今後は研修などを通じた施設スタッフの

スキルアップも重要であるといえる。遊園地の緑地マネジメント

は，その周辺環境や運営主体などの状況によって異なる。各遊園

地の環境を活かした植物活用に期待したい。 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ A B C D E
市街地：近 27.8 77.8 77.8 77.8 5.6 16.7 5.6 11.1 50.0 16.7 - 33.3 -
市街地：遠 48.6 62.9 74.3 74.3 14.3 17.1 11.4 22.9 40.0 15.6 8.9 22.2 13.3
10ha未満 29.6 55.6 81.5 77.8 11.1 14.8 11.1 7.4 39.3 17.9 10.7 28.6 3.6
10ha以上 53.8 80.8 69.2 73.1 11.5 19.2 7.7 30.8 43.5 13.0 4.3 17.4 21.7
10台未満 28.0 60.0 68.0 72.0 20.0 28.0 16.0 16.0 38.5 11.5 15.4 26.9 7.7
10台以上 53.6 75.0 82.1 78.6 3.6 7.1 3.6 21.4 44.0 20.0 - 20.0 16.0
有 40.7 59.3 70.4 66.7 14.8 22.2 11.1 18.5 34.6 15.4 15.4 19.2 15.4
無 42.3 76.9 80.8 84.6 7.7 11.5 7.7 19.2 48.0 16.0 - 28.0 8.0
公共･財団 27.3 90.9 63.6 72.7 36.4 18.2 27.3 18.2 62.5 - - 37.5 -
民間 45.2 61.9 78.6 76.2 4.8 16.7 4.8 19.0 37.2 18.6 9.3 20.9 14.0

3000円未満 20.0 72.0 76.0 72.0 12.0 12.0 12.0 8.0 38.1 - 4.8 47.6 9.5

3000円以上 60.7 64.3 75.0 78.6 10.7 21.4 7.1 28.6 43.3 26.7 10.0 6.7 13.3

5万人未満 50.0 90.0 90.0 70.0 - - - 10.0 54.5 9.1 - 36.4 -

5万人以上 25.0 75.0 75.0 91.7 16.7 25.0 8.3 16.7 38.5 15.4 - 30.8 15.4

※１ 各項目の調査方法は以下の通り ・周辺環境：google mapを用いて対象地から半径500mの範囲内に市
街地が3割以上含まれるものを「市街地：近」，3割未満のものを「市街地：遠」とした ・規模：google mapを用
いて面積を計算，対象地の中央値から「10ha未満」と「10ha以上」とした ・遊具の量：各遊園地のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
からｱﾄﾗｸｼｮﾝ数を把握，対象地の中央値から「10台未満」と「10台以上」とした ・テーマ：テーマがあるものを
「有」，ないものを「無」とした ・運営主体：各遊園地のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから運営主体を把握，「公共･財団」と「民
間」とに整理した ・入園料：各遊園地のﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞから把握，対象地の中央値から「3000円未満」と「3000円
以上」に整理した(金額は大人2人と小学生2人の合計) ・入園者数：対象地が特定できた53施設にｱﾝｹｰﾄを
配布（2018/1/31～2/8），回答のあった22施設の中央値から「5万人未満」と「5万人以上」で整理した
※２ 植物活用の①～⑧は図-2の8項目に，植物管理のA～Eは表-2の5項目に対応する
※３ 網掛けはもう1方の項目と比較して2倍以上の差があるものを示す

植栽管理上の課題

入園者数

植物活用の意識（植物を取り入れる理由）

規模

周辺環境

遊具の量

テーマ

運営主体

入園料
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